
 

 

１ はじめに 

東京は、先の東京大会以来「持続可能なよりよ

い社会、生活をめざす技術・家庭科教育」を研究

主題に掲げ、「基礎的・基本的な知識及び技術をし

っかり教え、考えさせる指導の工夫をすれば目指

す生徒が育つだろう」を仮説として、研究に取り

組み、めざす生徒の姿に迫ることができた。 

しかし、少ない授業時数の中で目標を実現し、

学校や生徒の実態を踏まえた特色ある指導を展開

するためには、各指導内容間の関連を図った指導

をさらに検討することが課題となっている。本研

究では、この課題の解決をめざして実践的にとり

くんだ。 

 

２ 研究のねらい 

(1) 指導の背景  

現在、多くの電化製品はコンピュータが内蔵さ

れており、そのしくみについての大部分がブラッ

クボックス化されていて、そこにある技術を理解

しにくい現状がある。例えば、携帯電話などの技

術が発達するにつれ、そのしくみはより分かりに

くい状態になっている。指導場面においては比較

的身近な器具を取りあげているが、製品に使われ

ている技術を知り、目的に合うように調整してい

くことを学ぶことは容易ではない。そこで実際に

販売されている「自動お掃除ロボット」を生徒自

らが製作することで、学びへの関心を高め、目的

意欲を持ち、しくみやその技術を知り、目的に合

うよう調整し、エネルギー変換の技術を学習する

ことができるようにした。本研究では、関心・意

欲を高め、エネルギー変換の技術に対して適切に

選択・判断し、主体的に考え行動できる生徒を育

てることを研究のねらいとした。 

(2) めざす生徒像 
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主体的に考え、行動するには、目標をもち、常

にこうありたいと思うことは重要であり、ものづ

くりにおいても目標の達成をめざすためには、収

集した情報や技術の妥当性、信頼性・正確性を比

較検討し、確かさを求めていく姿勢が必要である。 

しかし実際の指導場面では、生徒の確かである

か否かの判断は発達段階や経験によって個人差が

あり、決定する技術的根拠が乏しいことが多い。

曖昧さが残る状態から、確かさを求めることを「確

からしさ」と定義することにした。「確からしさ」

を意識して行動し、検証しながらのＰＤＣＡサイ

クルで目標に近づくことで、思考・判断・表現を

醸成できると考えた。「確からしさ」は度合いであ

り、少しでも高めることが目標に到達する上で重

要である。これは、「技術を適切に評価し活用する

能力と実践的な態度」である。ここに「確からし

さ」を意識させた学習モデルを図－１に示した。

以上のことから、めざす生徒像を「確からしさ」

を自ら追い求める生徒」とした。 

３ 研究仮説 

複合題材を用いて各指導内容間の関連を図った 

 

「確からしさ」を主体的に追求する生徒の育成 
 

-複合題材での指導の工夫- 

 

図－１ 確からしさを高めて目標へ 



指導や「確からしさ」を高める指導を行えば、生

徒は効果的に基礎的・基本的な知識及び技術を習

得でき、目標の達成のために考えて行動し、思考

力・判断力を高める「確からしさ」を自ら追い求

める生徒が育つであろうと考えた。 

 

４ 研究内容 

(1) ３年間の指導計画立案（図－２） 

３年間の指導計画は、小学校での既習事項や

理科の電気学習との関連、各指導内容との連携、

複合題材の効果的な配置を考慮し作成した。理

科の電気の単元の学習は、概ね１１月から始ま

るので、自動お掃除ロボットの製作前に関連付

けることはできない。小学校での既習事項を内

容Ａ、Ｂ、Ｄと関連付けて、１年次から機器の

扱いや回路の理解に慣れるように配置した。回

路学習は自動お掃除ロボットの製作後に行い、

製作した内容を確認して学ぶとともに、理科で

学んだ内容と重なる指導部分は繰り返して指導

した。 

(2)「確からしさ」を高める指導の工夫 

①  情報収集についての指導 

一斉指導時に、生徒はその内容を学ぶことの

価値を見出さなければ、学びを自分のものにす

ることは難しい。「情報収集は見て、聞いて、感

じて得た方がより確か」と説明し、その例とし

て、テレビは画面と音で情報を伝えている。ど

ちらかでも欠けると分かりづらくなることを伝

える。「膝を説明者の方に向けて、五感で情報収

集する」ことを指導の重点とした。机間指導中

に「どう確からしさを高めているのか？」と発

問し、活動中の生徒の意図をつかみ、個に応じ

た適切な指導を行った。 

②  分かりやすいマニュアルの提供 

説明書などの表示による情報提供は、現在の

到達点と次の課題を自分で読み取っていくとい

う能動的な活動を促す。そこで、製作マニュア

ルを作り、生徒には白黒印刷で配布し、技術教

室や廊下にはカラーの拡大版を掲示した。製作

マニュアルは、写真を添えて、分かりやすく作

業方法や配慮点を図－３のように提供した。 

③  比較しながら「確からしさ」を高める指導 

生徒間で比較検討する場面を設定した。同じ

ものを作っている時、両者のものに違いがある

場合、どちらかが間違っているか、両者とも間

違っているかに場合分けできることを説明した。 

 

図－２ ３年間の指導計画 （複合題材化されたもの） 



 

図－８ のこぎり引きを確認している生徒 

 

 

 

④  生徒の主体的学びを支援する指示 

「次はどうするのか」「これでいいのか」と生

徒が尋ねてくる場面がある。教師がすぐに指示

を与えてしまうと、自ら考える機会を奪うこと

になる。そこで説明書などで、現在の到達点を

確認させて、次の課題の情報を自分で収集する

ように指導した。作業後はその作業の「確から

しさ」を振り返り、評価する活動を促した。こ

れらの指示で生徒は主体的な活動が増え、自ら

「確からしさ」を追い求めるようになっていっ

た。 

⑤ 「確からしさ」を自ら高める指導 

１年生では「立体パズル」製作を行っている。

「確からしさ」を意識づけするために、木材切

断の垂直さを評価できる装置を開発して使用さ

せた。この装置はのこぎり引き時の刃の傾きの

軌跡がモニターに表示される。作業者とアドバ

イザ役の生徒２人で、お互いが声をかけあい、

「確からしさ」を確認しながら高められるよう

にした。図－４にように実際の切断作業では、

生徒は確認し合いながら作業を行い、垂直度を

高めることにつなげ、９５％程度の生徒が切っ

た材料を机上に立たせることができた。ここで

「確からしさ」を意識付けできたことで、次の

題材でも、ものづくりで「確からしさ」を求め

る行動につなげた。 

図－４ のこぎり引きを確認している生徒 

(3) 複合題材による指導 

①  機器名表示板の工夫 

 図－５の

ように機器

名表示板に

回路図も表

示して、取

り扱いの説

明 を し た

（１年）。機

器の取り扱

いと電気回

路の理解を

複合化し、

小学校での既習事項を合わせて指導した。 

②  回路理解をくり返して指導  

コンピュータ外付け装置の取り付け作業を行

い、入力、出力、電源（ライン）に分けて理解

する図－６のワークシートを用いた（１年）。こ

れは電気回路の理解とも重なり、自動お掃除ロ

ボットの回路理解にもつながるよう指導した。 

 

図－３ 製作マニュアル（抜粋） 

 

図－５ 機器名表示板 



③ 計測制御ソフトでディジタル作品を制作 

図－７のように計測制御とディジタル作品作

りに使えるソフトを使用することで、ソフトの

基本操作の指導時間を減じ、そのソフトでの課

題解決をする時間を増やすことで、思考力、判

断力、表現力を高め、そのソフトによる自己表

現がよりできるようになった。 

④ 複合題材「自動お掃除ロボット」の製作 

躯体はプラスチックや金属で製作した。電気

回路や、ゴミ取りの機構などを学び、部品の取

り付け、調

整を行った。

回路設計、

動力伝達は、

製作後に改

めて学習し

た。また、

動かすため

のプログラ

ム開発は、Scratch ソフト学習後に Ardublock

ソフトを使用し実機にプログラムの書き込みと

その調整を指導した。社会で使われている機器

を題材にし、その価値を伝え、生徒が理解する

ことで、「作りたい！」との製作意欲が高まり、

課題を解き、問題を解決しようとする意欲が生

まれた。 

５ 研究のまとめと課題 

(1) 成果 

・「確からしさ」を高めることの大切さを理解

することで、取り組む姿勢の変容がみられた。 

・複合題材に取り組むことで、実際の製品のし

くみや技術に関心が高まり、製作意欲を高め

た。 

・製作手順など尋ねる場面がなくなり、掲示し

た製作マニュアルを確認するなど主体的に、

情報収集し「確からしさ」を高める姿がみら

れた。 

・各内容の関連性とストーリー性を重視した３

年間の指導計画により、繰り返し学習するこ

とで基礎的・基本的な学習の習得ができた。 

・お掃除ロボット製作後の使用感から、改善案

が出るなど、主体的に行動できる態度が育ま

れた。 

(2) 課題 

・少ない授業時数の中での工夫には一定の効果

はあったが、指導事項に比べて指導時間が少な

く、時数不足は慢性的である。 

・ものづくりでコンピュータを道具として活用

していく指導をするには、技術室でもコンピュ

ータの使用環境が整うことが必須条件である。

どの区市町村の学校でも機器やソフトの規制

を授業者と管理者が話し合い、規制の最適化が

求められる。 

・製作進度に差がでてきた場合の、発展的な課

題や補充的支援を工夫し、複数準備していく。 

・さらに実践研究を継続し、成果検証を確かな

ものにしていきたい。 

  

図－６ 電気回路、コンピュータの構成を学ぶワークシート（１年）と自動お掃除ロボットの回路図（２年） 

 
図－８ 自動お掃除ロボットのプログ
ラムを試行錯誤し制作する授業風景 

  
図－７ ディジタル作品も Scratchソフトで制作 


